




 

(1)「親準備性」とは,本研究においてはじめて設定された概念であり用語である。これは

望ましい親行動の遂行に必要な,プレ親期(青年期)における,価値的・心理的態度や,行動

的・知識的側面の準備状態を意味している。具体的には,望ましい結婚生活と育児行動を成

立・維持させるような,異性観,結婚観,性役割観にはじまり,子どもの受け入れに関わる態

度(親としてのアイデンティティの準備状態),健康な子ども親や育児知識や技能の習得度

など,多くの領域から構成されると考えられる。 

 若者は人生の途上で必ず親となる。しかし望ましい育児行動を展開させるために,「親準

備性」をどら形成させるかが,今後の大きな社会的問題となるだう。 


